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東日本大震災被災地 T 村 S 地区における意味ある作業の開発（３） 
―今後の展望に向けたアクションリサーチー－ 
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1 )聖隷クリストファー大学、 2 )静岡英和学院大学、 3) 浜松医科
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 目的：東日本大震災により壊滅的被害を受けた岩手県沿岸部の T 村 S 地区は他の地区 
同様、復興が予定より遅れ、住民の殆ど未だに仮設住宅に住んでいる．我々は 2012 
年 7 月以来 T 村 S 地区を７回訪問し、女性部メンバー等約 20 名を対象に、活動を行っ  
てきた．しかし、今年は鉄道が復旧し、駅舎が完成し、また高台の新住居への移転  




































       
